
「農山漁村」インパクト創出ソリューション
実装プログラムについて

EF POLYMER株式会社



＜会社の概要＞

• 社名：EF POLYMER 株式会社

• 本社：〒904-0495 沖縄県国頭郡恩納村谷茶1919-1 INNOVATION SQUARE INCUBATOR

• 設立：2020年3月30日

• 代表：ナラヤン ラル ガルジャール（創業者 CEO）

• 海外支社：<インド> EF POLYMER PRIVATE LIMITED

G1-202 ROAD NO. 1, UDYOG VIHAR, SUKHER INDUSTRIAL AREA, 

UDAIPUR,RAJASTHAN 313001, IN

<アメリカ> EF POLYMER AMERICA INC.
131 CONTINENTAL DRUITE, SUITE 305, NEWARK, DELAWARE 19713, US

• 事業内容：・農作物の残渣からオーガニック超吸水性ポリマー(SAP)の製造・販売

・農家の水・肥料コスト削減、土壌改良を通した事業支援

・石油由来SAPを製造・利用している企業の持続可能な事業実現に向けた、

グリーントランスフォーメーション（GX）の支援



• インド生まれ・沖縄育ちの農業スタートアップ
(沖縄科学技術大学院大学発スタートアップ)

• 自社特許技術により農作物残渣を活用した、超吸水性ポリマーを製造
(水利用量〜40%減、肥料利用量〜20%減、〜収量15%増）

• 経済・環境の両面において、持続可能な農業の実現を目指しています

EF Polymerは、
エコフレンドリーポリマー

(Eco Friendly Polymer)の意味



Photo : OIST

EFP X 沖縄 X OIST



Photo : OIST

EFP X 沖縄 X OIST

インド ラージャスターン州
＊インド北西の内陸部乾燥地帯
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Photo: OIST

EFP  X  沖縄 X  OIST

完全有機・完全生分解性を有するEFポリマー

• 従来廃棄されていた

作物残渣をアップサイクル

• 自重の約50倍の水を吸水

• 6ヶ月間水の吸水・放出を繰り返し、

12ヶ月で完全に土に還る



EFP  X  沖縄 X  OIST

• 40% 水の利用量削減

• 20% 肥料の利用量削減

• 15% 収量の増加

完全有機・完全生分解性を有するEFポリマー



業界大手 10社
未だ開発に成功していない

世界で唯一、有機認定を取得したEFポリマー

EF Polymer株式会社
有機認定 (日本、米国、欧州) 取得済



有機JAS資材登録 みどりの食料システム戦略資材認定 有機認定 (US, EU)

完全有機・完全生分解性を有するEFポリマー



＜取り組み内容＞

• EFポリマーは、オレンジの皮など作物の不可食部分を

アップサイクルして作った、100%有機の超吸水性EFポリマーです。

• これは、弊社独自技術により開発したもので、

①高温、乾燥、豪雨などの天候リスクを軽減

②水不足世界の環境問題を解決

③ 永続的に農業生産を支え、

④地域社会経済を、暮らしを、支えます。



EFポリマーのエコシステム

従来、捨てられてきた作物の残渣を原料に、
農業の課題解決を実現する循環型のモデル

EFポリマーを製造

生産者の課題の解決

持続可能な農業経営

農作物残渣を
アップサイクル



EFポリマーの応用可能性

吸水の仕組み

吸水前: 高分子の長い鎖が絡み合った状態

吸水: 水と触れると高分子の網が広がり・水を閉じ込める 

超吸水性ポリマー(SAP)の機能

例えば ●＜ウルトラファインバブル＞酸素
●＜バイオスティミュラント＞などを
含侵した状態で混和できる可能性を探る

農業分野に加え、既存の超吸収水性ポリマーが利用されている製品の
グリーントランスフォーメーション（GX）を支援しています



農林水産業のかつてない厳しい環境

1 肥料・飼料・資材・燃料価格高騰

2 急激な人口減少と世帯類型別人口構成の変化

単身世帯＞夫婦＋子ども世帯

 共稼ぎ世帯増加→加工食品への依存

3    実質賃金の低下→技能実習生も来ない

4 農産物の価格転嫁の難しさ

5 急激な気候変動（夏の沸騰化と冬の厳寒化）

  これまでの作付け時期、品種、栽培管理では

対応しきれない
高温の直射日光の当る箇所は壊滅した

フザリウム菌による立枯病が多発



バラ量り売り
＝５００ｇ
または５玉売り

生協・ネット通販等
(袋詰め)

≒５２０ｇ～５５０g

量販スーパー等
(袋詰め)

≒５５０ｇ～６００g

農産物出荷規格は、半世紀以上変わっていない！

急激な人口減少と世帯類型別人口構成の変化

急激な気候変動（夏の沸騰化と冬の厳寒化）



① オーガニックビレッジ宣言をしている全国の自治体

② 農業(米麦・野菜・果樹・花きETC)地域で、干ばつ、水不足を抱えている自治体

③ 中山間地あるいは平坦地で、水源の確保、担い手不足に課題を抱える自治体

＊いっしょにFEC自給圏を目指したい！
Food(食糧) Energy(エネルギー) Care(医療・介護・福祉)

＜連携したい相手＞
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子供たちに最高の給食を。
給食が美味しいと、子供たちは元気になる！

 学校給食や介護食を軸にした、
   ローカルな、自然派＜循環型食供給システム構築＞
は、
地域社会を変える力になる！

    私たちは、その実現を目指したい。

End
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